
看護学部／看護学科 職名 講師 氏名 小野 順子 
 
１．教員紹介・主な研究分野  
 九州大学大学院人間環境学府を修了（人間環境学修士）。福岡市で保健師として勤務し、地 域

保健（公衆衛生看護）活動従事する。その後、大学教員として保健師養成に従事し、2010 年 に
福岡県立大学看護学部に着任。 公衆衛生（地域）看護学分野で、地域診断、介護予防、在宅医

療の推進、保健師教育に関する研究を行っている。 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 

 ＜論文＞ 
・ 小野順子,山下清香,中村美穂子,中本亮,檪直美,田中美樹,吉川美桜,吉田麻美,尾形由起子．A 県に

おける訪問看護ステーションの災害対策の現状と課題-災害時の在宅療養継続に向けて-,福岡県

立大学看護学研究紀要,19 巻,2022 
・ 檪直美,尾形由起子,小野順子,中村美穂子,大場美緒,吉田麻美,猪狩崇,平塚淳子,田中美樹,吉川未

桜,山下清香．在宅医療推進における訪問看護ステーション連携への取組に関する一考察．福岡

県立大学看護学研究紀要,19 巻,2022 
・ 吉川未桜,吉田麻美,平塚淳子,中村美穂子,大場美緒,小野順子,猪狩崇,山下清香,田中美樹,檪直美,

尾形由起子．新型コロナウイルス感染拡大下における訪問看護ステーションの困難と対応．福

岡県立大学看護学研究紀要,19 巻,2022 
・ 尾形由起子,小野順子,山下清香,檪直美,眞崎直子,多職種による終末期までの療養に対する意思

決定支援内容の検討,福岡県立大学看護学研究紀要,18 巻,2021 
・ 楢橋明子,中村美穂子,小野順子,山下清香,手島聖子,尾形由起子,保健師の実践能力に対する公衆

衛生看護学実習の効果‐学生の自己評価に着目して‐福岡県立大学看護学研究紀要,18 巻,2021 
 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・ 小野順子,尾形由起子,山下清香,檪直美,楢橋明子,猪狩崇,中村美穂子,石崎龍二,美谷薫．地域包括

ケアシステム構築に向けた根拠に基づく地域診断と意思決定支援策の検討．日本地域看護学会

第 23 回学術集会,2020 年 8 月（誌上開催） 
・ Junko Ono, Yukiko Ogata, Naomi Ichiki, Kiyoka Yamashita，Disaster Countermeasures at 

Home-Visiting Nursing Service Stations for Maintaining Home Care.26thEast Asuan Forum 
of Nursing Scholars2023.  

 
 ③過去の主要業績 

 ＜著書＞ 
・ 尾形由紀子,山下清香,櫟直美,江上千代美,岡田麻里,小野順子,香月眞美,迫山博美,高原洋城,中村

美穂子,楢橋明子,山口のり子,地域包括ケアをすすめる公衆衛生看護学 演習・実習,2019 年 9 



月,クオリティケア,p37－53,62－68,77－84,85－93 
 
３．外部研究資金 
・ 科研費，基盤研究（C），研究代表者，地理情報システムを活用した地域診断に基づく PDCA サ

イクルの実践に関する研究, 3,770 千円，2022‐2025 年度 

・ 科研費，基盤研究（C），共同研究者（研究代表者：尾形由起子），地域に密着した住民の主体的

介護促進のための教育支援モデルの開発，2,860 千円，2017－2022 年度 

 
４．受賞 

 
５．所属学会 
 日本公衆衛生学会、地域看護学会、公衆衛生看護学会、日本在宅ケア学会 

 
６．担当授業科目 

 

【学部】 
 教養演習（2 単位,１年前期），公衆衛生看護学Ⅰ（2 単位,2 年後期）, 専門看護学ゼミ（2 単

位,3 年通年） 家族看護学（1 単位,3 年前期）,公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅰ（1 単位,3 年後期）, 卒
業研究（2 単位,4 年通年）,統合実習（2 単位,4 年通年）, 公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅱ（2 単位,4
年前期）公衆衛生看護技術論Ⅰ（2 単位,4 年前期）, 公衆衛生看護学Ⅱ（2 単位,4 年前期）,公
衆衛生看護技術論Ⅱ（2 単位,4 年前期）, 公衆衛生看護学実習Ⅰ（1 単位,4 年前期）,公衆衛生

看護学Ⅲ（1 単位,4 年後期）, 組織協働活動論（2 単位,4 年後期）,公衆衛生看護管理論（2 単

位,4 年後期）, 公衆衛生看護学実習Ⅱ（4 単位,4 年後期）  
【大学院】 
 地域看護学特論（2 単位,1 年前期）、地域看護学演習（2 単位,1 年後期） 

 
７．社会貢献活動 

 
・福岡県田川保健所感染症の審査に関する協議会委員（2017 年 4 月～現在） 
・田川市男女共同参画審議会委員（2019 年 4 月～現在） 

 
８．学外講義・講演 

 
９．附属研究所の活動等 

 
R4 年度附属研究所重点領域研究「地域包括ケアシステム構築に向けた GIS を活用した地域診

断‐精神障害者の在宅療養実現を目指して‐」研究メンバー  


